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研究成果の概要（和文）：本研究では、医療用シミュレーター、紙面患者、eラーニングを用いた看護技術やフィジカ
ルアセスメントに関するシナリオトレーニングを設計・開発し、学習効果を評価した。
看護学生を対象に、学習成績を比較した結果、シミュレーター群と紙面患者群間で有意な差はなかった。しかし、動機
づけ指標に関しては一部の内容においてシミュレーター群のほうが優位に高い結果となった。同時に、eラーニングで
のシミュレーショントレーニングが学習の導入効果および学習内容との関連性の意識といった動機づけを向上させるこ
とが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In this study, simulation training, paper-cased patient training, and e-learning 
based on scenarios were developed and the outcomes were evaluated. Undergraduate nursing students 
participated in this study. No significant difference was found between the scores of the simulation 
training group and the paper-cased patient training group. However, the learning motivation scores of the 
simulation training group were higher than those of the paper-cased patient training. Additionally, 
e-learning experience improved participants’ physical assessment knowledge and evoked their imagination 
of simulation-related content. E-learning also helped participants recognize that the learning content 
was relevant to their professional practice.

研究分野：基礎看護学

キーワード： シミュレーション　eラーニング　シナリオトレーニング　動機づけ　看護技術　フィジカルアセスメン
ト
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
看護技術とフィジカルアセスメントは看護
師として医療現場で患者の健康状態や必要
なケアを決定するために必要な基本的な能
力である。看護技術やフィジカルアセスメン
トに関する教育は、2009 年度からのカリキ
ュラム改正により、看護技術やフィジカルア
セスメントの教育内容の強化が図られてお
り、その重要性は一層高まっている。現行の
看護教育では、看護学生は看護技術やフィジ
カルアセスメントのような基礎看護学領域
の科目を低学年で履修し、臨床・地域実習(以
下、臨地実習)を経て実際の医療現場に出る。 
しかしながら、実際の医療現場で求められ
ている看護技術やフィジカルアセスメント
能力はより統合的である。そのため、医療現
場のニードとのギャップは大きく、新人看護
師の中には技術不足が原因でストレスを感
じ、離職するものもいるとの報告がある。こ
のような実際の医療現場とのギャップを埋
めるべく、多くの医療機関で入職後の新卒採
用後研修や卒後研修などの対策が実施され
ている。しかし、研修時間の制約や研修が勤
務時間外に行われることもあり、新人看護師
の負担になることもある。看護学生の教育機
関としても、医療現場とのギャップを埋める
べく卒前教育の強化が求められている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、看護学生及び看護師の臨床現場
での自信と実践力の向上を目指し、国家試験
及び臨床症例をもとに作成したシナリオを
用いて、医学教育用シミュレーター(以下、シ
ミュレーター)を利用し、より実践に近い看護
技術やフィジカルアセスメント能力の獲得
を目的とするものである。またシミュレータ
ーがない場合でも紙面患者やパーソナルコ
ンピューター・スマートフォンなどのモバイ
ル端末にて遠隔学習できる eラーニング教材
を用いて、いつでも、どこでも学習を可能に
することシステムを作成し、その効果を検証
するものである。 
 
３．研究の方法 
（1）シナリオ案の作成 
本研究のベースとなる看護師国家試験問
題及び臨床症例に基づいたシナリオ案を作
成する。シナリオ案は、学習者が臨床実習で
必ず実施する、 
・患者安全への配慮 
・患者からの情報収集、コミュニケーション 
・フィジカルアセスメント 
・看護過程の考案、看護診断と看護介入の 
選択 
を、学習目標に含むようにし、看護師国家試
験問題と実際の臨床事例をもとに作成した。 
 
（2）eラーニング教材の作成、実施、評価 
（1）で作成したシナリオを用いた e ラー
ニング教材を設計するために、e ラーニング

の構造を検討した。また、シナリオを用いた
e ラーニングを効率よく作成するための教材
作成フォーマットを作成した。使用した eラ
ーニング教材の構成は以下のとおりである。 

 
・サーバー：Moodleサーバー ver.2.9 
・クライアント：iPad/PC 
・作成ツール：Adobe Captivate 8.0 
・学習履歴の利用：SCORM1.2形式 
 
作成した eラーニングは、シミュレーショ
ントレーニング（以下、S 群）や紙面患者ト
レーニング（以下、P群）での事前学習、事
後学習としても使用することを視野に入れ
開発した。 

A 大学の看護学生 3 年生 30 人のうち、研
究に同意が得られた 25 名に対しフィジカル
アセスメントに関する eラーニングを用いた
トレーニングを実施した。事前 eラーニング
→トレーニング（S群）→事後 eラーニング
の順にトレーニングを実施し、すべてのトレ
ーニング終了後に、e ラーニングの学習効果
について評点、学習時間、使用環境、ARCS
モデルによる学習意欲評価を用いて評価し
た。 
 
（3）シミュレーショントレーニング、紙面
患者トレーニングの設計、実施、評価 
（2）と同時に、（1）で作成したシナリオ
を用いたシミュレーショントレーニングお
よび紙面患者トレーニングを実施した。 

A大学の看護学生 2年生 24名を、S群と P
群の 2群に分け、eラーニングでの事前テス
トを実施した。その後、S 群にはシミュレー
ターを用いた情報収集トレーニングを、P群
には紙面患者による情報収集トレーニング
を実施した。情報収集終了後は、2 群とも、
その内容を口頭で指導者役に報告、事後テス
トおよび思い浮かぶ看護問題と援助の文章
化、事後アンケートを実施し、2 群間の学習
成果と学習意欲への影響について比較した。 
 
４．研究成果 
（1）シナリオを用いたストーリー型教材設
計方法の構築 
①ストーリー型教材の構造 
シナリオ案の構造は、学習者が完全習得学
習できるように、正解に達するまで先に進む
ことができない構造にした。また、学習者の
学習状況の範囲を考慮し、多くの対象者に利
用してもらうために、「スキル」というヒン
トを用いて問題解決を行うことができるよ
うにした。その他にも、専門的な医療用語の
説明も教材内に含むこととした。教材の構造
は、図 1の通りである。 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問題を解く際の「スキル（ヒント）」を用いることができる。 

学習者が使用するかを選択できる。 

図 1 シナリオを用いたストーリー型教材の構造 
 

②eラーニング教材のフォーマットと工夫 
シナリオを用いた eラーニングを効率よく
作成するための教材作成フォーマットには、
①スライド番号、②画面の名称 、③対象の
患者名、④状況説明＋セリフ、⑤画像、⑥マ
ンガ、⑦特記事項、⑧用語解説、⑨次のスラ
イド番号を含むようにした。このフォーマッ
トの存在により、関係者間で情報共有、作業
分担、確認作業を確実可能にできるため、教
材を作成しやすくなった。フォーマットで補
完しきれない、例外的な指示や分岐に対する
説明に関しては、メール等で情報交換するこ
ととした。 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 eラーニングで用いたイラスト（一部） 

 
（2）eラーニング教材の学習効果の評価 
対象者 25名のうち、10名が事前 eラーニ
ング、トレーニング、事後 eラーニングすべ
てを実施し（以下、事後テスト実施群）、残
りの 15 名は事前 e ラーニング、トレーニン
グのみ実施し、事後 eラーニングは実施しな
かった（以下、事後テスト不参加群）。対象
者の概要は表 1に示す。 

 
表 1 対象者の概要  （n = 25） 

 
 
 
 
 

 
*p<0.05 

また、事後テスト不参加群の事前 eラーニ
ング平均点、画面の可視性と画面デザインの
評価は事後テスト実施群よりも有意に低か
った。（表 2）これは、事後テスト不参加群
15名中 14名がスマートフォンで学習してい

たことが原因のひとつとして考えられる。今
後、スマートフォンでの学習を円滑にするた
めに教材の可視性、デザインを改善するとと
もに、スマートフォンでの学習がもたらす弊
害（操作時間がかかる、解答入力時の操作性
の悪さがある、学習時間内にメールのような
情報が提供されることで、学習に集中できず、
学習意欲を削ぐ、など）の因子を除外し、教
育環境を整える必要があることが明らかに
なった。 

e ラーニング実施後の、フィジカルアセス
メントに関するトレーニングに関して、チェ
ックリストを用いて分析した結果、入室時の
挨拶、脈拍、血圧、呼吸数や体温の測定とそ
の測定値の評価、退出時の挨拶に関しては対
象者 25 名全員が実施できていた。食事量の
確認、睡眠状態の確認、排泄の状態の確認は
それぞれ、22名、16名、19名が実施できて
いたものの、聴診、触診といった患者役に触
れて情報を得る行動まで至った対象者は 2名
にとどまった。本調査の結果から、e ラーニ
ングによる事前学習はフィジカルアセスメ
ントに関するシミュレーショントレーニン
グを円滑に実施するためにある程度効果が
あることが分かった。また、問診内容の充実
や聴診、触診の実施に関しては今回の eラー
ニングだけでは導入が不十分であり、教材の
改善が必要であることも分かった。 

ARCSモデルによる学習意欲の評価で意欲
の評価では、事後テスト不参加群よりも事後
テスト実施群のほうが注意（A）と満足度（S）
が有意に高く（表 3）、事後テストを実施する
一連の流れの中で、「面白さ（A）」や「やっ
てよかった（S）」の認識ができることが考え
られる。この結果より、e ラーニングの効果
的な学習進め方も提示する必要があること
が示唆された。 

 
表 2 eラーニングに関する評価（5段階のリッカートス
ケール） 

 
 
 
 
 
 
 

 
*p<0.05 

表 3 ARCSモデル 4項目の群間比較（平均±標準偏差） 
 
 
 
 
 

 

*p<0.05 

 

（3）S群と P群の学習効果の比較 
事前テストおよび事後テストによる比較



では、事前テストの平均±SDは、S群で 77.7
±13.6 点、P 群で 71.1±10.5 であり群間の
有意差はなかった（p=0.20）。また、事後テ
ストの平均±SD は S 群で 98.3±4.0 点、P
群で 97.1±4.5 点であり、事前テストと同じ
く群間での有意差はなかった（p=0.50）。両
群それぞれの事前テストと事後テストの得
点差の平均±SDは S群で 20.6±14.5点、P
群で 26.6±11.6点であり、両群とも事前テス
トよりも事後テストの方が、得点が有意に上
昇していた（両群：p<0.01）。事前テストと
事後テストの得点差は群間で差がなかった
（p=0.27）。事後テストでは S 群、P 群とも
文章作成問題の解答内容が具体的になって
おり、2 群間に記載内容に特徴的な差は見ら
れなかった。（表 4） 

 
表 4 事前および事後テストの比較 

 
 

 
 
 
 

 
トレーニング方法による情報収集内容と
看護問題と援助の提案内容の違いに関して
は、P群では S群よりも「不安」や「ボディ
イメージの喪失」といった患者の心理的側面
を捉える傾向があった。その他に、「感染リ
スク」に対する手指消毒、マスク着用やうが
いの提案のように、今後起こる可能性がある
リスクに対し、長期的な視点で援助や教育・
指導を提示していた。このことから、対象の
心理的側面の理解や長期目標を立案するト
レーニングの際には紙面患者を用いる方が
適していると考えられる。それに対して、S
群では患者の声を聞きながら患者の症状を
もとに観察や援助を考える特徴があった。こ
れは、ベッドサイドで看護師が日々行うアセ
スメントの思考過程に類似していた。つまり、
S 群では実際の臨床場面に近い学習が可能で
あり、実習の前に経験をすることで実習のイ
メージ化、不安の軽減ができると考える。そ
れぞれのトレーニング方法による学習効果
の差は、P群では紙面上の患者像を想像し、
これまで学習してきた知識を使い問題解決
を図ろうとする傾向があるからであり、それ
に対して、シミュレーターと対峙する S群で
は、既存の知識を活用することよりも、まず
目の前の対象の状態を理解しようとする学
習者心理が働いているものと推察する。本研
究の結果を踏まえ、学習目標に合わせて、シ
ミュレーターによるシミュレーションと紙
面患者を使い分けることができるといえる。   
（表 5） 
トレーニングによる学習意欲への影響を
まとめたものを表 6に示す。ARCSモデルの
『A・注意』の項目である「この内容は変化
に富んでいた。」、『C・自信』の項目である「学

習を着実に進めることができた。」に関して S
群が P 群より有意に高かった。その他に、
『A・注意』の項目である「今回の内容につ
いて、おもしろかった。」、「この内容は眠た
くならなかった。」の 2 項目、『R・関連性』
の項目である「この内容はやりがいがあっ
た。」、「この内容は自分に関係があった。」、
「身に付けたい内容だった。」の 3項目、『S・
満足度』の項目である「この内容を、やって
よかった。」の 1 項目全 6 項目は両群とも同
じ点数であった。この結果より、両トレーニ
ングとも学習の関連性に関して評価が高く、
自信がつくという部分で低かった。特に、P
群ではS群よりも動きや臨場感がないことか
ら、着実な学習を実感することができない傾
向があった。これらの内容を改善し、トレー
ニングを再構築する必要がある。 

 
表 5 提案された看護診断と看護介入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 6 ARCS評価シートを用いた学習意欲の評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
その他に、P群では、トレーニングで実施
していないもののバイタルサイン測定のシ
ミュレーションができたという意見もあっ
た。今回の対象者のように、バイタルサイン
測定のスキルチェックを終えている場合は、
e ラーニング教材でもイメージトレーニング



ができることも明らかになり、e ラーニング
の活用方法の可能性も示唆された。 
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